
（１）中国産馬蹄（くわい）

　11月25日に生産が開始された。栽培面積、生産量共に昨年並みと予想されているが、人件費の
面において、昨年よりも２０％上昇した為、新物価格への影響を及ぼす。

（２）ベトナム産草菇

　原料価格が10％程上昇しています。主な要因は次の通り。①天候の影響で原料が少ない。②農
家の栽培意欲が収入不安定の為、減退して収量激減。③香港業者の新規参入。④12月より、日本
までの海上運賃が2倍となる。

　12月1日付ドイツ「週刊経済」誌に、「経済強国中国の興味深い事実１０項目」と題する文章が掲載
された。同文章の概要は次の通り。中国経済は目を見張るばかりの規模に達した。いくつかの統計
統計データは、この国の「他の追随を許さない独占首位状態」を示している。（前編）

① 人工クリスマスツリー
　超大国・中国は、世界最大の紡績品生産国ではなく、人工クリスマスツリーの生産量も世界一。
世界の人工クリスマスツリーの８５％は、中国で作られている。

② 養豚帝国
　中国は、人口が世界一多い国であると同時に、豚の数も世界一だ。２００８年の国連データによる
と、中国には４億４６４０万頭の豚がおり、豚が多いその他４３カ国の総数を上回っている。ドイツにい
る豚の数は、わずか２６７０万頭。

③ 毎日喫煙
　中国人は、一秒に５万本の割合でタバコに火をつけている。世界保健機関（WHO）によると、中国
の喫煙者数は、ここ数年増加の一途を辿っており、男性の66％は毎日１本以上タバコを吸っている。

④ 国内至る所に「ゴーストタウン」
　中国の農村部では、ここ数年でマンションが乱立、各地で「ゴーストタウン」現象が起こっている。空
室状態のマンションは全国で６４００万室を上回っている。

⑤ 孤独なマクドナルド
　「世界最大のショッピングセンター」の新華南モールには、当初、１５００軒のテナントが入る計画だ
った。しかし、実際のテナント入居率は１％、その他99％は空き店舗のままだ。飲食施設も、マクドナ
ルドなどごく少数。

（※⑥～⑩は来月号につづく）　　　　　　　　　「人民網日本語版」２０１２年１２月４日より一部抜粋
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【独メディア：「経済強国」中国の興味深い事実10項目（１）】
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賞味期限は未開封の状態を基準として
おります。保存料は使用しておりません
ので、開封後は冷蔵庫(10℃以下）に入
れ、5日以内にお召し上がり下さい。
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四川風春雨
（１㎏、400g）

甜面醤、豆板醤、オイスターソース
を使い、本格的な中華風総菜に仕
上げました。肉を使っていませんの
でヘルシー惣菜としてもご利用頂け
ます。

春雨、大豆たん白、しょうゆ、甜面
醤、豆板醤、オイスターソース他

製造日より６ヵ月

ＭＢニュース 

巳 

謹んで、新春のお慶びを申し上げます！ 

旧年中は、ご愛顧頂き、誠にありがとうございました。 

本年につきましても、引き続きお引立ての程、宜しくお願い申し上げます。 
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